


【
瑞
宝
小
綬
章
】
税
務
行
政
事
務
功
労

　

千
葉　

洋
士
（
東
船
迫
2
丁
目
）

【
瑞
宝
小
綬
章
】
教
育
功
労

　

米
竹　

克
郎
（
船
岡
字
清
住
町
）

【
瑞
宝
小
綬
章
】
科
学
技
術
研
究
功
労

　

八
柳　

信
之
（
船
岡
西
2
丁
目
）

【
瑞
宝
双
光
章
】
防
衛
功
労

　

武
田　

健
雄
（
四
日
市
場
字
神
明
）

　

畑
山　

正
吉
（
船
岡
字
久
根
添
）

　

山
下　
　

忍
（
西
船
迫
4
丁
目
）

【
瑞
宝
双
光
章
】
消
防
功
労

　

加
藤　
　

建
（
西
船
迫
2
丁
目
）

【
瑞
宝
双
光
章
】
看
護
業
務
功
労

　

平
間　

和
子
（
西
船
迫
1
丁
目
）

【
瑞
宝
単
光
章
】
防
衛
功
労

　

片
野　

恒
雄
（
船
岡
字
上
大
原
）

　

金
澤　

照
幸
（
西
船
迫
4
丁
目
）

　

鈴
木　

典
夫
（
船
岡
字
若
葉
町
）

【
町
議
会
議
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
】

　

佐
藤　

輝
雄
（
船
岡
字
清
住
町
）

【
多
年
に
わ
た
り
交
通
指
導
隊
員
と
し

て
交
通
事
故
防
止
に
尽
力
】

　

阿
部　
　

武
（
船
岡
西
1
丁
目
）

　

佐 
　

幸
一
（
船
岡
新
栄
5
丁
目
）

　

阿
部　

義
広
（
船
岡
西
1
丁
目
）

【
多
年
に
わ
た
り
防
犯
実
動
隊
員
と
し

て
防
犯
活
動
に
尽
力
】

　

髙
橋　

清
光
（
船
岡
字
新
生
町
）

　

細
野　

繁
男
（
槻
木
字
余
目
山
）

　

阿
部　

祐
二
（
船
岡
中
央
3
丁
目
）

　

髙
橋　

正
男
（
船
岡
字
若
葉
町
）

　

髙
橋
富
士
男
（
上
名
生
字
前
川
）

　

今
野
戸
久
次
（
船
岡
土
手
内
3
丁
目
）

【
多
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
消

防
防
災
に
尽
力
】

　

高
橋
祐
一
郎
（
入
間
田
字
坊
下
）

　

岡
﨑　

春
雄
（
入
間
田
字
三
本
木
）

【
民
生
児
童
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た

り
民
生
の
安
定
に
貢
献
】

　

髙
橋　

令
子
（
船
岡
字
新
生
町
）

　

大
槻
千
あ
き
（
槻
木
西
2
丁
目
）

　

三
浦　

敬
子
（
小
成
田
字
道
下
）

　

阿
部　

光
雄
（
船
岡
中
央
3
丁
目
）

■
産
業
開
発
、
経
済
の
振
興
及
び
観
光

の
開
発
に
貢
献

【
鉢
花
の
商
品
開
発
と
し
て
産
業
振
興

に
貢
献
】

　

柴
田
鉢
花
研
究
会
（
下
名
生
字
旭
川
）

【
多
年
に
わ
た
り
商
工
会
役
員
と
し
て

地
域
商
工
業
の
振
興
発
展
に
貢
献
】

　

佐
　々

民
生
（
船
岡
中
央
2
丁
目
）

■
民
生
の
安
定
に
貢
献

【
敬
老
祝
品
と
し
て
物
品
を
寄
附
】

　

株
式
会
社
メ
ガ
ネ
の
相
沢

（
仙
台
市
青
葉
区
）

【
福
祉
資
金
と
し
て
多
額
の
金
員
を
寄
附
】

　

関　
　

正
忠
（
船
岡
字
新
生
町
）

　

加
茂　

將
立
（
槻
木
下
町
2
丁
目
）

【
高
齢
者
福
祉
資
金
と
し
て
多
額
の
金

員
を
寄
附
】

　

渡
辺　

利
孝
（
埼
玉
県
狭
山
市
）

【
保
育
施
設
へ
物
品
を
寄
附
】

　

読
売
セ
ン
タ
ー
船
岡
（
船
岡
新
栄
3
丁
目
）

■
教
育
･
文
化
の
振
興
に
貢
献

【
町
立
東
船
岡
小
学
校
へ
の
扇
風
機
を

寄
附
】

　

株
式
会
社
つ
ば
め
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー

（
船
岡
字
新
田
）

■
保
健
衛
生
の
向
上
に
貢
献

【
多
年
に
わ
た
り
町
委
託
医
と
し
て
保
健
衛

生
思
想
の
向
上
と
健
康
保
持
増
進
に
貢
献
】

　

玉
野
井　

修
（
船
岡
字
上
大
原
）

　

毛
利　

裕
之
（
船
岡
中
央
3
丁
目
）

　

宮
上　

順
志
（
西
船
迫
2
丁
目
）

　

佐
藤　

秀
一
（
仙
台
市
宮
城
野
区
）

■
治
安
の
維
持
･
防
犯
に
貢
献

【
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
寄
贈
し
治
安
の
維

持
に
貢
献
】

　

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社
仙
台
支

社
（
仙
台
市
泉
区
）

■
調
査
・
統
計
に
貢
献

【
多
年
に
わ
た
り
町
統
計
調
査
員
と
し

て
調
査
・
統
計
の
向
上
に
貢
献
】

　

浅
野　

啓
子
（
上
名
生
字
新
大
原
）

叙勲受章者（披露）議員礼遇自治功労者
町政功労者

2

　

町
政
の
振
興
・
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る
「
平
成　

年
度
自

24

治
功
労
者
・
町
政
功
労
者
表
彰
式
」
が
、　

月　

日
に
槻
木
生
涯
学
習
セ

11

14

ン
タ
ー
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
町
長
か
ら
個
人
や
団

体
、
事
業
所
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）
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生
活
を
楽
し
く
さ
せ
、
健

康
の
基
本
と
な
る
の
が
「
食
」

で
す
。
近
年
、
脂
質
の
取
り

過
ぎ
や
野
菜
の
摂
取
不
足
な

ど
、
食
生
活
の
乱
れ
を
起
因

と
す
る
生
活
習
慣
病
が
増
加

し
、
健
康
な
食
生
活
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
に
過
ご
す
た
め
に
は
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
、

充
実
し
た
食
生
活
を
送
れ
る

よ
う
「
食
」
の
大
切
さ
を
知
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
で
は
、　

月　
10

13

日
に
「
食
育
推
進
大
会
」
を
開

催
し「
野
菜
た
っ
ぷ
り
！
親
子

の
ア
イ
デ
ィ
ア
料
理
レ
シ
ピ

コ
ン
テ
ス
ト
」の
表
彰
式
や
食

の
正
し
い
知
識
を
学
ぶ
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス

ト
の
中
か
ら
授
賞
レ
シ
ピ
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
レ
シ

ピ
を
も
と
に
、
家
族
そ
ろ
っ

て
楽
し
く
食
事
を
楽
し
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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（参考）
平成22年度の
人件費率

人件費率
　　　　　B/A

人  件  費
　　　　　B

実質収支
　　　　　

歳  出  額
　　　　　A

住民基本台帳人口
H24.3.31現在

％
20.7

％
18.7

万円
24億0,495

万円
5,353

万円
128億8,504

人
38,366

（注）人件費とは、一般職、特別職に支給される給与、共済負担金、退職手当負担金、災害補償費などをいいます。

1人当たり給与費
　　　　　B/A

給　　　　与　　　　費
職 員 数
　　　　A 計

　　　　　B期末・勤勉手当職員手当給　　　料

万円
563

万円
15億0,418

万円
3億6,982

万円
1億1,391

万円
10億2,045

人
267

（注）1　職員手当には退職手当を含みません。
　　2　職員数は、平成23年4月1日現在の人数です。

技 能 労 務 職一 般 行 政 職
区　分

平均給料月額平均年齢平均給料月額平均年齢

298,682円51.5歳336,838円45.6歳柴田町

333,420円49.9歳339,022円42.5歳宮城県

270,465円49.7歳304,944円42.8歳国

技 能 労 務 職一 般 行 政 職
区　分

中卒程度高卒程度高卒程度大卒程度

121,600円137,200円140,100円172,200円柴田町

125,400円141,900円144,500円178,800円宮城県

140,100円172,200円国

支給割合区　　　分

2.60月分期末手当
柴田町

1.35月分勤勉手当
（注）職制上の段階、職務の級などによる加算措置があります。

① 人件費の状況（平成23年度普通会計決算）

② 職員給与費の状況（平成23年度普通会計決算）

③ ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）

⑥ 期末・勤勉手当の状況（平成23年度支給割合）

⑤ 職員の初任給の状況（平成24年4月1日現在）

④ 職員の平均年齢、平均給料月額の状況（平成24年4月1日現在）

（注）1　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。
　　2　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものです。

（注）国は給与の削減措置をしています。

「柴田町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、町職員の給与および職員数などについてお知らせします。

職員の給与については、国の人事院勧告や県人事委員会勧告を参考に、町議会の審議を経て、条例などにより定めることになっています。

また、職員定員管理についても、第5次定員適正化計画に基づき、職員数の削減に向け取り組んでいます。
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一　　般　　行　　政　　職　　　　　　　　部門

区分　　　　　　　　 小　計衛生民生土木商工農林
水産労働税務総務議会

21622812151116564平成24年度
職
員
数

22421802151117654平成23年度

△ 80101△1△9対前年度増減数

総合計
公営企業等会計特別行政　　　　　　　　部門

区分　　　　　　　　 小計その他下水道水道小計教育

29232147114444平成24年度
職
員
数

30133147124444平成23年度

△ 9△1△1対前年度増減数
（注）　職員数は、一般職に属する職員数です（教育長を含み、自治法派遣職員を除きます）。

⑧特別職の報酬などの状況（平成24年4月1日現在）

⑨ 部門別職員数の増減状況（各年4月1日現在）

⑩ 年齢別職員構成の状況（平成24年4月1日現在）

⑪ 一般行政職の級別職員数などの状況（平成24年4月1日現在）

（注）教育長を除き、自治法派遣職員を含みます。

⑦退職手当の状況（平成24年4月1日現在）
1人当たり
平均支給額最高限度額勤続35年勤続25年勤続20年区　　　　分

2,400万円
59.28月分47.5月分33.5月分23.5月分自己都合

柴田町
59.28月分59.28月分41.34月分30.55月分勧奨・定年

（注）1　退職手当の1人当たり平均支給額は、平成23年度に退職した職員に支給された平均額です。

■
問
い
合
わ
せ

　

柴
田
町
役
場
総
務
課
秘
書
職
員
班　

電
話
5
5
ー
2
1
1
1

 
※
町
職
員
の
給
与
や
勤
務
条
件
・
職
員
数
な
ど
の
詳
し
い
内
容
お
よ
び
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

E-m
ail：

general-affairs@
tow
n.shibata.m

iyagi.jp

報　　　　酬給　　　　料
区　分

議　員副議長議　長副町長町　長

313,000円329,000円387,000円700,000円904,000円報酬など
の月額　

2.95月分（平成23年度支給割合）期末手当
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「
日
本
を
代
表

す
る
名
曲
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
と
い
う

歌
番
組
が
好
き
で

す
。
ヒ
ッ
ト
し
た

当
時
の
映
像
を
懐

か
し
く
思
う
一
方
で
、
年
輪
を
重
ね
た

歌
手
の
姿
に
、
改
め
て
過
ぎ
去
っ
た
時

の
流
れ
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ヒ
ッ
ト
曲
は
、
時
代
を
写
す
鏡

で
あ
り
、
ま
た
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
出
を
よ
み
が
え
さ
せ
る
点

火
剤
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
私
の
青
春
時

代
は
高
度
経
済
成
長
の
真
っ
た

だ
中
。「
大
き
い
こ
と
は
い
い
こ

と
だ
」
と
の
掛
け
声
の
も
と
に
、

各
地
で
都
市
再
開
発
や
地
域
開

発
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
街
並
み
は

大
き
く
変
貌
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
方
で
は
、
こ
う
し
た
大

ま
た
に
過
ぎ
去
っ
た
時
代
の
陰
で
、
日

本
人
の
和
の
精
神
や
恥
の
文
化
が
置
き

去
り
に
さ
れ
て
行
っ
た
の
も
事
実
で
す
。

新
旧
の
価
値
観
の
衝
突
や
社
会
の
ゆ
が

み
が
顕
在
化
す
る
中
で
、
人
は
戸
惑
い
、

い
ら
立
ち
、
ま
た
、
疎
外
感
を
覚
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
、 
混
沌 
と
し
た
社
会
の
中

こ
ん
と
ん

で
、
政
治
や
社
会
を
風
刺
し
た
歌
や
心

の
葛
藤
を
優
し
く
受
け
止
め
、
表
現
し

た
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
次
々
に
生

ま
れ
ヒ
ッ
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
さ

に
「
歌
は
世
に
つ
れ
、
世
は
歌
に
つ
れ
」

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
に
も
思
い
出
の
曲
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
私
だ
け
の
名
曲
と
い

え
ば
、
学
生
時
代
に
一
人
旅
先
で
聞
い

た
「
四
季
の
歌
」。
恋
を
し
た
時

に
は
「
ふ
れ
あ
い
」。
政
治
家
に

転
身
し
た
時
に
は
「
地
上
の
星
」。

そ
し
て
、
還
暦
を
迎
え
て
の
「
ま

た
君
に
恋
し
て
る
」
な
ど
で
す
。

　

残
念
な
の
は
、
最
近
世
代
を
超

え
て
口
ず
さ
め
る
ヒ
ッ
ト
曲
に

出
会
え
な
い
こ
と
で
す
。
歌
詞

に
人
の
胸
を
打
つ
力
が
無
く

な
っ
た
か
ら
な
の
か
、
は
た
ま
た
、

新
た
な
時
代
の
息
吹
が
感
じ
ら

れ
な
い
か
ら
な
の
か
ʜ
。

　

そ
れ
で
も
、
た
だ
一
曲
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
を
願
っ
て
歌
わ
れ
て

い
る
「
花
は
咲
く
」
が
心
に
響
き
ま
し

た
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
曲
が
震
災
の
記
憶
を
後

世
に
伝
え
る
鎮
魂
歌
の
名
曲
と
し
て
歌

い
継
が
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

名名名名名名名名名名曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲ココココココココココレレレレレレレレレレククククククククククシシシシシシシシシショョョョョョョョョョ名曲コレクションンンンンンンンンンン
　
船
岡
城
址
公
園
の
観
光
物
産
交
流
館

「
さ
く
ら
の
里
」
に
は
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

と
し
て
「
花
菜
カ
フ
ェ
」
が
あ
り
ま
す
。

花
菜
カ
フ
ェ
で
は
、同
じ
館
内
の
直
売
所

「 
結
友 
」か
ら
仕
入
れ
た
新
鮮
な
野
菜
を

ゆ
い
と
も

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
一
番
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー

は
、
数
量
限
定
の
日
替
り
ラ
ン
チ
で
す
。

新
た
に
メ
ニ
ュ
ー
に
加
わ
っ
た
、モ
ー
ニ

ン
グ
セ
ッ
ト
は
、手
作
り
パ
ン
の
香
ば
し

さ
が
た
ま
り
ま
せ
ん
。

　
窓
か
ら
見
え
る
季
節
の
移
ろ
い
や
船

岡
の
街
並
み
を
眺
め
な
が
ら
、
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
な
家
具
で
統
一
さ
れ
た
落
ち

着
い
た
店
内
で
、ゆ
っ
く
り
と
お
茶
や
食

事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー

毅
日
替
わ
り
ラ
ン
チ　
　
５
０
０
円

　
（
月
～
金
曜
日
、
限
定　
食
）

15

毅
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト　
５
０
０
円

毅
和
茶
セ
ッ
ト　
　
　
　
３
０
０
円

　
（
抹
茶
入
り
煎
茶
和
菓
子
付
き
）

 
場 
所大字

船
岡
字
舘
山　

ー
95

１
（
柴
田
町
観
光
物
産

交
流
館「
さ
く
ら
の
里
」

内
）

 
営
業
日
時　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（　

月
～
３
月
は
午
後
３

12
時　

分
ま
で
）

30
定
休
日
／
毎
週
月
曜
日

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
翌
日

 
さ
く
ら
の
里
採
れ
た
て
ブ
ロ
グ

http://toretate

               .  

skbk.or.jp

          /  

広 告
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　あわただしい年の瀬を迎えました。クリスマスや年末年
始をしっかりと乗り切れる本を取り揃えました。簡単な手
作りパーティーのヒントなど、年末年始ならではの本を特
集します。どうぞ参考にしてください。
　また、「雑誌入替アンケート」も実施します。次年度の雑
誌購読の参考にさせていただきますので、みなさまの声を
お寄せください。ご協力をよろしくお願いいたします。

日時／12月1日、8日、15日、22日の土曜日
 　　　11：00～12：00　※事前の申し込みは必要ありません。
場所／柴田町図書館（ふるさと文化伝承館1階奥の「集会室1」）
協力／絵本読み聞かせの会「おむすびころりん」
　　　図書館サポート委員会「ひよこちゃん」
　　　　ほか

■問  柴田町図書館（しばたの郷土館・ふるさと文化伝承館内）　緯86-3820　FAX86-3821
 　Eメール:library@town.shibata.miyagi.jp

柴田町図書館「12月」の休館日
※太字が休館日です

開 館 時 間
平日10:00～19:00

土・日曜日、祝日10:00～17:00

土金木水火月日
1
8765432
1514131211109
22212019181716 29282726252423 3130●利用カードを作りましょう

　図書館の本を借りるときは「利用カード」が必要です。運転免許証や保険証、
学生証など、住所・氏名が確認できるものを持参してください。
【利用カードがつくれる方】毅柴田町内にお住まいの方や通勤・通学の方毅仙南地域にお住まいの方（白石市、角田市、蔵王町、七ヶ宿町、大河原町、
　　　　　　　　　　　　　村田町、川崎町、丸森町）

広 告
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月　

日
、
工
場
等
連
絡
協

10

18

議
会
と
商
工
会
、
観
光
物
産
協

会
、
柴
田
町
の
町
内
4
者
が
、

農
商
工
業
の
発
展
や
町
の
将
来

を
考
え
る
懇
談
会
を
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
青
葉
で
行
い
ま
し
た
。
懇

談
会
で
は
、
滝
口
町
長
が
柴
田

町
の
最
近
の
様
子
を
説
明
し
た

後
、
企
業
か
ら
は
災
害
時
の
事

業
継
続
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し

た
ほ
か
、
企
業
で
で
き
る
震
災

へ
の
対
応
や
船
岡
城
址
公
園
の

観
光
政
策
、
商
店
街
の
空
洞
化

な
ど
の
対
応
に
つ
い
て
、
テ
ー

マ
ご
と
に
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

柴
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

設
立　

周
年
を
記
念
し
て
、
物

50

理
学
者
ニ
ュ
ー
ト
ン
が
「
万
有

引
力
の
法
則
」
を
発
見
す
る
き

っ
か
け
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
、

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
リ
ン
ゴ
の
木
を

町
内
の
小
中
学
校
に
県
南
で
初

め
て
植
樹
さ
れ
ま
す
。　

月　
10

23

日
ま
で
に
槻
木
小
、柴
田
小
、船

岡
中
、
船
迫
中
の
4
カ
所
に
植

樹
さ
れ
ま
し
た
。
柴
田
小
の
植

樹
式
で
高
橋
南
さ
ん（
6
年
）は

「
リ
ン
ゴ
の
木
が
実
を
付
け
る

の
を
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
大
事

に
育
て
ま
す
｣
と
話
し
ま
し
た
。

「
こ
の
木
を
見
て
、
柴
田
町
か
ら
世
界
に

羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
」
と
語
る
、

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
大
沼
会
長

柴
田
町
の
最
近
の
様
子
に
つ
い
て

説
明
す
る
滝
口
町
長

　

船
岡
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
会
場
に　

月　

日
、
し
ば
た

10

21

産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
か

れ
ま
し
た
。
地
場
産
業
や
地
場

産
品
を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
、
農
商
工
連
携
に
よ
る

新
た
な
産
業
を
創
出
す
る
た
め
、

産
業
技
術
な
ど
の
紹
介
が
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
同
体
育
館
で

は
、
環
境
フ
ェ
ア
が
同
時
に
行

わ
れ
、
環
境
問
題
に
取
り
組
む

企
業
の
活
動
紹
介
や
環
境
問
題

に
関
す
る
パ
ネ
ル
の
展
示
を
し

て
環
境
保
全
に
対
す
る
呼
び
掛

け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

模
擬
上
棟
式
で
は
、

も
ち
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た

柴
田
小
学
校
の
植
樹
式

全
校
生
徒
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た

ニュートンのように世界に羽ばたけ！

町の農商工業発展のために

しばたの産業と環境活動をＰＲ

広 告 広 告
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月　

日
、
町
内
の
子
ど
も

11

11

た
ち
が
集
ま
っ
て
、
子
ど
も
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
6
地
区
の
子
ど
も
会
か
ら

趣
向
を
こ
ら
し
た
体
験
型
の

ブ
ー
ス
が
出
店
。
コ
ッ
プ
Ｕ
Ｆ

Ｏ
や
フ
リ
ス
ビ
ー
な
ど
の
工
作
、

輪
投
げ
や
新
聞
紙
の
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
な
ど
で
楽
し
く
交
流
を
図

り
ま
し
た
。
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

シ
ョ
ー
や
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー

ダ
ー
に
よ
る
ゲ
ー
ム
な
ど
も
行

わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
笑
顔

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
　

月
2
日
、
里
山
ハ
イ
キ
ン

11
グ
コ
ー
ス
を
歩
く
「
晩
秋
の
野

山
を
歩
こ
う
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
か
ら
標
高
2
5

6
・
3
ｍ
の 
鐙
摺 
山
を
登
る
葉

あ
ぶ
ず
り

坂
地
区
の
コ
ー
ス
約
9
・
3
㎞

を
、
約　

人
の
健
脚
が
歩
き
ま

50

し
た
。
途
中
、
杉
の
木
に
囲
ま

れ
た
折
石
神
社
や
葉
坂
寺
を
横

目
で
楽
し
み
な
が
ら
、
槻
木
市

街
地
を
一
望
で
き
る
場
所
で
記

念
撮
影
を
し
、
リ
ン
ゴ
が
実
る

道
の
り
を
約
3
時
間
掛
け
て
歩

き
ま
し
た
。

リ
ン
ゴ
を
横
目
に
、

軽
快
に
歩
く
参
加
者
た
ち

　

伊
達
藩
の
家
臣
た
ち
が
移
住

し
、
歴
史
的「
絆
」で
結
ば
れ
た

柴
田
、山
元
、亘
理
の
各
町
と
福

島
県
新
地
町
、
北
海
道
伊
達
市

の
首
長
が
一
堂
に
会
し
て
、
歴

史
を
学
び
未
来
を
考
え
る
「
ふ

る
さ
と 
従
兄
弟 
ま
ち
づ
く
り
サ

い

～

と

こ

ミ
ッ
ト
」
が　

月　

日
、
亘
理

11

15

町
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
を
振
り
返

っ
た
上
で
滝
口
町
長
は
、「
情

報
の
伝
達
手
段
と
し
て
山
元
町

の
災
害
Ｆ
Ｍ
は
非
常
に
有
効
。

災
害
時
の
防
災
拠
点
づ
く
り
を

行
い
た
い
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

「
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
｣
を
テ
ー
マ

と
し
た
パ
ネ
ル
ト
ー
ク

秋色に彩る里山をハイキング

歴史的な「絆」を再確認

遊びを通して笑顔で交流

心も体もわくわく元気

槻
木
地
区
子
ど
も
会
に
よ
る

「
コ
ッ
プ
Ｕ
Ｆ
Ｏ
」
作
り

　
　

月　

日
、
槻
木
生
涯
学
習

11

17

セ
ン
タ
ー
で
介
護
予
防
推
進
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
で

は
、
介
護
予
防
活
動
サ
ー
ク
ル

な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
ほ
か
、

来
場
者
と
音
楽
に
合
わ
せ
た
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
で
楽
し
く
体
を
動

か
す
、
北
目
衛
子
さ
ん
の
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
、
元
気
で
長
生
き
と
い
う
共

通
の
願
い
の
実
現
に
向
け
、
介

護
予
防
の
普
及
・
啓
発
お
よ
び

介
護
予
防
自
主
サ
ー
ク
ル
活
動

を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
今
年
で

6
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

元
気
に
歌
を
披
露
す
る
高
齢
者
の

ラ
ン
チ
を
楽
し
む
会
の
皆
さ
ん

広 告 広 告
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新巻きを四五本 吊 るし三代目つ枯れすすむ 零 れてもなほ実むらさきこぼ十二月大寺にある叶ひ橋聖堂を降り来る人や冬帽子冬帽脱ぐ人語途絶えし海の町柚子黄なりとほに忘れし数へ唄数へ日や手のひらに足す覚書奉灯のゆらぎや年の暮れてゆく冬 紅葉 大内宿の番所かなもみじ 冬月 や押しよせてくる馬の音ふゆづき枯るる中天使のごとく白き鳥冬けやき三日月とほす定禅寺夢多し春待ち孫とランドセル年齢と共に深みが増して来るシンプルな中に気品がにじみでてわき見せず天に向かって彼岸花 小野　憲彦上遠野三恵江戸　裕子鎌形　清司鈴木　三山鈴木　清子鈴木　幸子相馬カツオ松崎　利保石母田星人槻木　永井　　堯大槻　信吉本船迫　森田　眞六槻木　加藤　利通槻木　加藤　マサ船岡　水戸　貞夫
吾が暮らしスローライフを楽しめど　ネットアクセク（ス）事件泥縄コスモスやすすき穂揺れて秋ととのひ　リコーダー吹く道草の児らひとひらの 紅 き 山茶花 流れに舞うもあか さざんか

　一期一会の巡り合わせかな菊薫る街を見下ろす観音の　優し 微笑 み天に広がるほほえ 改選期近づき頭低くなりさみしいか走ると星がついてくる暗がりを選んだ二人のシルエット一歩先導く夫が居る 安堵 あんどツアー先万里の長城雪悲し居なければ一寸淋しい山の神先人の知恵ありがたく生きている闇も明かりも自在に在すことを知り 銀杏 の葉 黄金 の雨が降るようにいちょう きん美しく路肩にはえる秋小菊 古稀 迎え互いに自立心がけこき豊かさの暮らしの先に温暖化 四日市場　曵地　真翔四日市場　郷土　山櫻西船迫　大沼　一路船岡　阿部トクエ船岡　佐藤　益子船岡　平間　要一船岡　長尾　純子船岡　幕田　　昇船岡　伊藤タイ子船岡　安藤　節子船岡　阿部美代子西船迫　渡辺　晴奈　　韮神　　 葛 かずら船岡　柄目けい子船岡　沢田　順子槻木　大泉かずえ
広 告 広 告



ふれあい マイタウン

11

「ひよこ。」
　船迫小学校2年

高 見  茉   妃  さん
ま き

　ふれあいマイタウンは、町民の皆さんからの応募・紹介でつくるコーナーです。俳句・川柳・短歌に興味がある（こうほう文芸）、とてもすてきな
方なので紹介したい（人間もよう）、自己表現コーナー（夢空間2012）、子どもの成長の写真やかわいい孫の写真を載せたいという方（町内にお住
まいの4歳以下のお子さん）、はがき、手紙などで12月12日（水）までご応募ください。　　　■連絡先／まちづくり政策課　緯54-2111「ふん水のシャワーの中で」

　船迫小学校4年

福 地  悠   伽  さん
ゆ う  か

はなちゃん
（ペンネーム）

　　　　お子さん（4歳ま
　　　で）の写真をお待ち
　　　しています。写真の
裏にお子さんの名前を必ず
書いてください。投稿者の
住所、氏名、電話番号、子
どもの名前・生年月日を明
記し、「ひとこと」を添え
て応募してください。

女王の番犬
（ペンネーム）

天野おすし
（ペンネーム）

広 告 広 告



人口と世帯数
（平成24年11月1日現在）

12

2012
年
12
月
1
日（
614）号

　
発
行
／
宮
城
県
柴
田
町
　
編
集
／
ま
ち
づ
く
り
政
策
課

〒
989-1692　

宮
城
県
柴
田
郡
柴
田
町
船
岡
中
央
2
丁
目
3
番
45
号
　緯

0224-54-2111
URL  http://w

w
w
.tow
n.shibata.m

iyagi.jp/

自
治
功
労
者
・
町
政
功
労
者
表
彰

野
菜
た
っ
ぷ
り
！
親
子
の
ア
イ
デ
ィ
ア
料
理
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

38,697人
（前月比13人増）

19,196人
（前月比22人増）

19,501人
（前月比9人減）

14,916世帯
（前月比31世帯増）

※7月9日の住民基本台帳法の改正に伴い、外国人を含む人口と世帯数となります。

◎このコーナーは、平成24年2月9日に行われた子ども議会における一般質問で「学校から元気を発信したい」という
提案を基に、10月号から２カ月に１回掲載しています。
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